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ChaChat2: フィードバックする反応に応じて匿名/あだ名を選択可能な
チャットシステム

越後宏紀 ∗　五十嵐悠紀 †　小林稔 ∗

概要. 学会発表やゼミ，教育現場での授業，オンラインによるライブ配信など，発表者が１人に対し
て，聴講者が複数人いる状況がある．このような状況において，聴講者の中には，心の中には自分の意見
を持っているものの，それを発表者に伝達することに抵抗を持つ人が多い．そこで我々は，聴講者のあい
づちやリアクションをテキストベースでリアルタイムに発表者にフィードバックするチャットボタンシステ
ム「ChaChatButton」を開発している．本稿では，その ChaChatButtonを改良し，これまで全て匿名で
伝達していたリアクションを，匿名/あだ名で選択可能にしたチャットシステム「ChaChat2」を開発した．
実証実験を行った結果，あだ名で送信する割合の方が高かったものの，回を追うごとによる変化や効果は見
られなかった．

1 はじめに
学会発表や授業，オンラインのライブ配信などで

は，発表者１人に対して聴講者が大人数いる状況で
あることが多い．このような状況において，発表者
に対してフィードバックする段階は聴講者によって
異なる．例えば，質疑応答時に手を挙げて質問する
聴講者もいれば，心の中では意見があるものの，そ
の意見を発表者に伝えることなく心の中で留めてお
く聴講者もいる．また，発表自体をそもそも聞いて
いない聴講者もいる．加えて，近年増加したオンラ
インによる学会発表や授業では，これまで対面環境
では伝達されていた聴講者のうなずきや表情による
フィードバックが発表者に伝達されづらくなった．
このような背景から，我々は聴講者のあいづちや

簡単な反応をテキストベースで発表者にリアルタイ
ムに伝達するチャットボタンシステム「ChaChat-
Button」を開発してきた (図 1)[4], [5]．研究室のゼ
ミナール（以下，ゼミとする．）での長期的な実証
実験を行った結果，ボタンによる決められたリアク
ションから自由なテキストチャットによる詳細かつ
状況に適したリアクションへ移行していくことが示
唆された [5]．
本稿では，ChaChatButtonを改良し，ユーザが

フィードバックする反応ごとに匿名/あだ名を制御
できるシステム「ChaChat2」を提案する．このシ
ステムを利用することで，聴講者がより自分の意見
に自信を持ち，発表者に対してフィードバックしや
すくなることを目指している．
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図 1. ChaChatButton/ChaChat2のインタフェー
ス

2 フィードバックの段階
Ishinoら [3]を参考に，聴講者が発表者に対して

フィードバックを行う段階は４つに大別されると考
えられ，それらを整理すると図 2のようになる．学
会発表やゼミナール，学校の授業のような環境にお
いて，議論を活発化されるためには聴講者がステッ
プ 4の状態であることが望ましい．しかしながら，
質疑応答の時間が定まっていることが多いことや，
挙手して発言することに抵抗を持つ人も多い．
近年のオンライン会議の急増に伴い，図 2ではス

テップ 3の状態である slackや Scrapbox，Zoomの
チャット機能を用いたテキストベースでの質疑応答
も増えてきているものの，テキストベースでも発言
することに抵抗感を持つ学生も多いことがわかって
いる [6]．WISS2021では，slackによる議論も活発
に行われていたものの，発言者はWISSに常連で参
加している方々が多く見受けられ，学生によるテキ
ストは少なかった．
我々は，このようなテキストによる発言に対して

も抵抗感がある聴講者を対象とし，図 2のステップ 2
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表 1. ChaChat2の実証実験
第 1回 第 2回 第 3回 第 4回

匿名 ボタン (回数) 23 14 30 4
　　 テキスト (回数) 24 6 10 2
あだ名 ボタン (回数) 69 56 30 31
　　　　 テキスト (回数) 36 28 19 26
あだ名の割合 0.69 0.81 0.55 0.90

図 2. 聴講者のフィードバックの段階

からステップ 3への移行を支援することを目的とし
ている．ChaChatButtonは，これまでの実証実験
から匿名かつ定められたボタンによるフィードバック
を行えるようにしたことで，フィードバックする抵抗
感を軽減させた．匿名で意見を伝達するシステムと
して，ボタンで気持ちを伝達するGlow-mind[2]や，
CommentScreen[1]が挙げられ，これらもステップ
2とステップ 3間の支援システムの一例であるとい
える．本稿の ChaChat2 では，その成果に加えて
「誰が送信したか全くわからない」という匿名の状
態から，あだ名によるフィードバックを行えるよう
にしたことで，さらにステップ 3への移行を自然に
促すことができるのではないかと考えている．

3 ChaChat2

3.1 基本構成
ChaChat2の基本的な構成はChaChatButtonと

同様である．送信側には 10個のボタンとテキスト
ボックスが配置されており，ボタンを押すかテキス
トボックスにコメントを記入して送信することで受
信側に送信される．受信側は送信側から送られたテ
キストデータをYouTubeのコメント欄のように新
規のテキストが画面の最下部に表示され，過去のテ
キストが画面上部へ流れていく設計になっている．
送信側のボタンは，先行研究から「うんうん」や

「なるほど」といったあいづちのリアクションを多
く採用している他，「拍手」の絵文字や「いいね！」
「クラッカーの絵文字」といったポジティブなコメ
ントを送信できるボタンがある．

図 3. ChaChat2の送信側画面

ChaChat2 では，ユーザが初めて使用する際に
ユーザ登録をする必要があり，発表者に送信される
あだ名を最初に登録する．システムの上部にあだ名
で送信するか匿名で送信するかを選択できるボタ
ンが用意されており，リアクションを送信する際に，
ユーザは好きな方を選択して送信することができる．

3.2 実証実験
１つの研究室のゼミにてChaChat2の実証実験を

行った．このゼミの時間は 1回につき 200分であり，
途中 10分間の休憩を挟んだ．週に 1度，1ヶ月間実
験を行ったため，全 4回同じ参加者で実験を行った．
ゼミの参加者は，すでに先行研究 [5]にてChaChat-

Buttonを長期間利用しており，システムの利用に
ついてはとても慣れていた．ゼミ生は 24名であり，
指導教員 1名を含めた計 25名が実証実験に参加し
た．このゼミで全 4回実施した結果を表 1 に示す．
実験した結果，4回とも匿名よりもあだ名で送信

している割合の方が高い結果となったものの，割合
は回ごとに異なっており，回を追うごとによる効果
や影響は見られなかった．

4 まとめと今後の課題
本稿では，ユーザがフィードバックする反応ごと

に匿名/あだ名を制御できるシステム「ChaChat2」
を提案し，そのシステムを用いた実証実験の結果を
報告した．匿名/あだ名をユーザが制御可能にする
ことで，徐々にあだ名で発言しやすくなることを期
待したが，現状では大きな効果が得られなかった．
今後，さらに実証実験を行い，聴講者が匿名で送信
したボタンやテキストについてより詳しく分析して
いきたい．
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